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八
尾
市
在
住
の
シ
ン

ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
セ
ラ

ピ
ス
ト
水
野
瞳
さ
ん

（
41
）。
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ス
ト
、
レ
イ
キ
セ

ラ
ピ
ス
ト
（
直
傳
靈

氣
）
で
も
あ
る
水
野

さ
ん
は
、
音
の
持
つ

不
思
議
な
世
界
に
魅
せ
ら

れ
、
１
年
半
前
か
ら
シ
ン

ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
の
演
奏
を

行
っ
て
い
る
。

流は

行や

り
だ
が
、
不
要
に

な
っ
た
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
類
を
引
き
取
り
、

安
価
で
再
販
し
お
客
さ
ん

に
還
元
し
て
い
る
。

　

店
舗
の
２
階
で
は
毎
週

水
曜
日
（
14
～
16
時
）
に

カ
ラ
オ
ケ
教
室
「
ミ
ヤ
コ

演
歌
サ
ー
ク
ル
」
を
開
催

し
て
い
る
。
岩
城
社
長
が

カ
ラ
オ
ケ
教
師
を
務
め
て

お
り
、
ス
タ
ー
ト
以
来
20

年
を
数
え
る
。

　

現
在
会
員
は
25
人
、
月

積
ん
で
い
て
も
ダ
ン
サ
ー

が
増
え
る
に
従
っ
て
、
群

舞
を
ま
と
め
る
の
は
難
し

い
。
単
に
手
の
動
き
や
足

の
運
び
が
揃
っ
て
い
れ
ば

よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な

い
。
舞
う
曲
目
の
理
解
、

心
の
通
じ
合
い
が
あ
っ

て
、
初
め
て
各
ダ
ン
サ
ー

と
全
体
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

調
和
す
る
。

　

１
曲
目
の
「
カ
ラ
レ

ア
メ
ド
レ
ー
」、
赤
い
ド

レ
ス
に
緑
の
レ
イ
の
40

人
ほ
ど
の
ダ
ン
サ
ー
が

舞
台
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、

４
つ
の
打
楽
器
を
効
果

的
に
使
っ
た
楽
し
い
メ

ド
レ
ー
だ
っ
た
。
２
曲

目
「
モ
ハ
ラ
カ
・
ヒ
ナ
ノ
」

に
い
き
な
り
の
田
邊
砂

智
子
さ
ん
が
サ
プ
ラ
イ

ズ
出
演
。
バ
ッ
ク
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
黒
の

ベ
ル
ベ
ッ
ト
風
ド
レ
ス
、

田
邊
さ
ん
は
ダ
ー
ク
グ

リ
ー
ン
ド
レ

ス
、
お
揃
い

の
ハ
ッ
ト
で

粋
に
舞
い
、

ハ
ッ
ト
に
手

を
か
け
て
流

し
目
。
可
愛

い
少
女
の
よ
う
だ
っ

た
。

　

最
後
の
曲
目
は

「
プ
ア
キ
エ
レ
」。
12

人
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
は
ピ
ン
ク
の
ド

レ
ス
、
田
邊
さ
ん
は

純
白
の
髪
飾
り
に
深

紅
の
ド
レ
ス
で
舞

い
、
満
員
の
観
客
か

ら
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

�

（
小
川
秀
人
）

出
展
。

　

舞
台
部
門
は
吹

奏
楽
、吟
詠
歌
謡
、

フ
ラ
、
詩
吟
、
合

唱
、
社
交
舞
踏
、

民
謡
、
大
正
琴
、

日
本
舞
踊
等
の
グ

ル
ー
プ
が
２
日
間

で
延
べ
29
組
が
出

演
し
、
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
舞
台

狭
し
と
繰
り
広
げ

て
い
た
。

　

文
化
の
つ
ど
い

の
大
ト
リ
は
「
サ

チ
コ
・
ナ
・
プ
ア

ラ
ニ
・
フ
ラ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
登

場
だ
。

　

い
か
に
稽
古
を

　

東
大
阪
市
に

は
芸
事
や
趣
味

の
会
に
励
む
人

が
多
い
。

　

展
示
部
門
に

は
東
大
阪
工
芸

協
会
、
東
大
阪

短
歌
会
、
東
大

阪
市
民
俳
句

会
、
石
燕
同
好

会
、
川
柳
東
大

阪
、
東
大
阪
市

茶
花
道
協
会
、

東
大
阪
山
草

会
、
も
ん
じ
文

化
愛
好
会
、
東

大
阪
市
折
り
鶴

の
会
、
東
大
阪

市
絵
手
紙
彩
、

東
大
阪
市
美
術

協
会
、
東
大
阪

市
書
道
協
会
の

12
グ
ル
ー
プ
が
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東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ７
月

５日  ゲスト ： 美濃部わこさん「気功の世界」
� （キャスター ： 小川秀人記者）

12日  ゲスト ： 松本博さん
　　　　「高級時計の世界」
� （キャスター ： 小野元裕社長）

19日  「日本の美意識」
� （キャスター ： 嶋津亮太記者）

26日  ゲスト ： 芦田衞さん
　　　　「つきまくりの秘訣」
� （石河亮平編集委員）

　

東
大
阪
市
文
化
連
盟
、
東
大
阪
市
、
東
大
阪
市
教

育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第
36
回
文
化
の
つ
ど
い
」

が
６
月
２
、３
日
の
２
日
間
、晴
天
の
も
と
ユ
ト
リ
ー

ト
東
大
阪
（
東
大
阪
市
立
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
）
に

て
賑
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。

第36回文化のつどい 盛大に開催
舞台部門 29 組、 展示部門 12 グループ

2018・7・1

　

つ
い
に
や
っ
て
き
た
か
。
６
月
18
日
午

前
７
時
58
分
ご
ろ
、
最
大
震
度
６
弱
（
Ｍ

６
・
１
）
が
大
阪
市
北
区
・
高
槻
市
・
枚
方

市
・
茨
木
市
・
箕
面
市
の
５
市
で
観
測
。
死

者
５
人
、負
傷
者
は
４
０
０
人
を
超
え
た
。

　

震
源
地
は
有
馬
・
高
槻
断
層
帯
の
東
端

で
大
阪
府
北
部
、慶
長
伏
見
地
震
（
１
５
９
６
年
）

も
こ
の
断
層
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
阪
で
は
４

０
０
年
ぶ
り
に
な
る
。

　

翌
日
に
も
影
響
し
た
交
通
機
関
、
水
道
管
の
破

裂
と
自
衛
隊
の
給

水
活
動
、
ガ
ス
会

社
は
各
地
の
同
業

者
応
援
で
完
全
復
旧
に
１
週
間
、
携
帯
電
話
は
一

時
的
に
通
話
が
悪
化
し
た
。　

　

こ
こ
で
心
配
に
な
る
の
が
、
鉄
道
や
通
信
、
電

気
ガ
ス
な
ど
の
保
線
・
保
守
・
修
理
・
点
検
要
員
が

足
り
て
い
る
か
だ
。
有
事
に
は
有
資
格
者
が
徴
集

さ
れ
る
公
的
手
立
て
も
必
要
だ
。

　

許
せ
な
い
の
は
、
高
槻
市
の
９
歳
の
女
児
が
学

校
の
不
法
建
築
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
下
敷
き
死
し
た
こ

と
だ
。
市
教
委
は
３
年
前
に
危
険
を
指
摘
さ
れ
、
そ

の
検
査
を
無
資
格
者
（
素
人
）
に
さ
せ
て
「
問
題

な
し
安
全
」
と
判
断
。「
人
災
」
だ
。
工
事
業
者
や

学
校
、
市
な
ど
施
設
管
理
者
の
安
全
意
識
と
危
険

予
知
能
力
の
欠
如
に
加
え
、
職
務
態
度
は
厳
し
く

追
及
す
べ
き
だ
。

　
「
丸
投
げ
と
逃
げ
」
の
構
造
が
透
け
て
見
え
る
が
、

市
民
の
レ
ベ
ル
に
期
待
し
た
い
。

　

歴
史
家
の
磯
田
道
史
氏
は「
歴
史
の
愉
し
み
方
」

（
中
公
新
書
）
で
「
大
体
５
０
０
年
に
１
回
ほ
ど

の
周
期
で
、
超
巨
大
津
波
が
き
て
い
る
。（
中
略
）

超
絶
し
た
大
き
さ

の
明
応
地
震
・
大

津
波
（
１
４
９
８

年
）
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
０
０
年
後
の
世
界
を
生
き

て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
大
阪
の
４
０
０
年
ぶ

り
と
は
い
さ
さ
か
不
気
味
だ
。

　

今
、
来
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
思
う
が
、
何

を
す
べ
き
か
手
に
つ
か
な
い
。
身
の
安
全
を
意
識

し
続
け
る
だ
け
。
も
し
も
の
時
、
条
件
反
射
的
に

身
体
が
動
く
に
違
い
な
い
。
阪
神
淡
路
大
地
震
を

経
験
し
た
の
だ
か
ら
身
体
が
覚
え
て
い
る
は
ず
だ

と
信
じ
る
ほ
か
な
い
。

晴耕雨読

大
阪
北
部
地
震　

震
度
６
弱

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ⑨

ミヤコ瓢箪山店

左から岩城秀治さん、弘子さん、光孝さん

ミュージックショップ

　

演
歌
フ
ァ
ン
な
ら
よ

く
ご
存
じ
の
大
月
み
や

こ
と
い
う
超
ベ
テ
ラ
ン

歌
手
が
い
る
。
大
月

さ
ん
は
八
尾
市
出
身

で
１
９
６
４
年
の
デ

ビ
ュ
ー
。
そ
の
時
に
大

阪
の
有
名
レ
コ
ー
ド
店

「
大
月
楽
器
店
」
と
「
ミ

ヤ
コ
」に
ち
な
ん
で「
大

月
み
や
こ
」
と
命
名
さ

れ
た
。
今
回
紹
介
す
る

サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
・

３
番
街
の
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ　

ミ

ヤ
コ
瓢
箪
山
店
」
だ
。

「
ミ
ヤ
コ
」
の
暖の

簾れ
ん

分
け
店
で
あ
り
、
１
９
６
７

年
に
現
会
長
の
岩い

わ

城き

秀ひ
で

治は
る

さ
ん
が
設
立
し
た
。

　

現
在
は
、
子
息
の
岩
城

光
孝
さ
ん
（
50
）
が
社
長

と
し
て
ミ
ヤ
コ
瓢
箪
山

店
を
切
り
盛
り
し
て
い

る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
名
前
の
通
り
、
演
歌

中
心
の
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
カ
ラ

オ
ケ
雑
誌
等
々
を
販
売
し

て
い
る
。
会
長
の
弟
・
史し

郎ろ
う

さ
ん
（
70
）
が
外
回
り

専
門
で
、
注
文
が
あ
れ
ば

Ｃ
Ｄ
１
枚
で
も
配
達
す
る

そ
う
だ
。

　

秀
治
会
長
や
会
長
の
奥

さ
ん
弘ひ

ろ

子こ

さ
ん
も
店
頭
で

来
店
客
に
愛
想
よ
く
接
客

に
努
め
て
い
る
。
商
品
の

売
れ
筋
は
Ｃ
Ｄ
（
８
割
）

に
対
し
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
（
２
割
）
の
比
率
で
、

今
で
も
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

の
需
要
が
根
強
い
よ
う

だ
。
世
間
で
は「
断
捨
離
」

４
回
の
レ
ッ
ス
ン

料
は
２
千
５
百
円

だ
が
、
そ
の
う
ち

２
千
円
を
金
券
で

会
員
に
バ
ッ
ク
す

る
。
レ
ッ
ス
ン
料

金
は
実
質
５
百
円

で
あ
り
、
金
券
で

Ｃ
Ｄ
等
の
商
品
を

買
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

上
手
な
商
法
だ
。
毎
週
の

よ
う
に
新
曲
Ｃ
Ｄ
が
発
売

さ
れ
る
の
で
、
会
員
さ
ん

は
新
曲
レ
ッ
ス
ン
で
な
か

な
か
忙
し
い
。
演
歌
歌

手
も
売
れ
っ
子
は
別
と

し
て
、
様
々
な
場
所
で

の
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
新
曲
Ｃ
Ｄ
販
売
促
進

等
で
忙
し
く
動
い
て
い

る
。

　

ミ
ヤ
コ
瓢
箪
山
店
に

も
水
森
か
お
り
さ
ん
な

ど
の
人
気
歌
手
を
始
め

と
し
て
、
多
く
の
演
歌

歌
手
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
訪
れ
、
楽
し
く
素
敵

な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く

れ
る
。

　

ま
た
、姉
妹
店「
レ
ガ
ー

ト
（
滑
ら
か
に
の
意
）」

に
て
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
店
も

経
営
し
て
い
る
。

　

岩
城
社
長
に
今
後
の
展

望
を
伺
う
と
、「
演
歌
の

寿
命
を
伸
ば
し
た
い
。
客

筋
の
現
状
は
60
～
70
歳
代

だ
が
、
若
い
40
～
50
歳
世

代
に
も
聞
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

演
歌
は
日
本
の
心
の
故

郷
と
も
言
わ
れ
る
が
、
音

楽
の
世
界
も
多
様
化
し
て

お
り
、
若
い
世
代
の
心
に

ど
れ
だ
け
染
み
入
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
岩
城
社
長

の
「
演
歌
愛
」
に
期
待
し

た
い
。

�

（
小
川
秀
人
）

毎
週
水
曜
日
に
カ
ラ
オ
ケ
教
室
開
催

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

『
人
』と『
ひ
と
』と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
す

三
井
住
友
海
上
・
三
井
住
友
海
上
あ
い
お
い
生
命
・
ア
フ
ラ
ッ
ク

〒
577-

0808　
東
大
阪
市
横
沼
町
１-

４-

25

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６-

６
７
２
１-

０
９
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６-

６
７
２
１-

０
９
９
９

代
表
取
締
役　

松　

葉　

健　

一

㈱
ソ
フ
ト
ス
マ
イ
ル
保
険

オ
フ
ィ
ス
家
具
販
売
・
オ
フ
ィ
ス
デ
ザ
イ
ン
・
内
装
施
工

ア
ル
フ
ァ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

土
岐　

功
明 

　
　
　
　
　

東
大
阪
市
三
島
3
丁
目
1
番
15
号 

　
　
　
　
　

電　

話 

０
６（
４
３
０
９
）２
６
０
０

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６（
４
３
０
９
）２
４
０
０ 

578- 

0966

〒

~あなたの美と健康をアシストします～

株式会社ニューアシスト

姿勢歩行セミナー・講演

快眠まくら・全身調整療法

水素療法・トレーニング

〒578-0941　東大阪市岩田町3-7-26
TEL　06-6722-5225

（近鉄奈良線・若江岩田駅より徒歩５分）

山
本
光
学
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

山　
本　

直　
之

本　

社　

東
大
阪
市
長
堂
三
丁
目
二
五
番
八
号

電　

話（
〇
六
）六
七
八
三―

〇
二
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
六
）六
七
八
三―

四
八
〇
六

〒
577―

0056

平成の
大造営
平平平平平成成成成成ののののの
大大大大大造造造造造営営営営営
平成の
大造営

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｆ
１
６
９
４
９
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
、

精
密
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
設
計
製
作
、自
動
車
向
け
ア
ル
ミ
ダ
イ

カ
ス
ト
製
品（
重
要
保
安
部
品
）製
造

海
外
拠
点　

タ
イ
国
（
コ
ラ
ー
ト
）・
タ
イ
国
（
ア
ユ
タ
ヤ
）

               

中
国
広
東
省
東
莞
市
・
香
港　

計
４
事
業
所

国
内
拠
点　

大
阪
府
東
大
阪
市
・
岡
山
県
美
作
市

地域の活力となり
人々に貢献し 喜ばれるＪＡ

グリーン大阪農業協同組合
 代表理事組合長　小 林 茂 一

■本店／〒577-0011 東大阪市荒本北 1-5-50
 TEL 06-6748-5200　FAX 06-6748-5610
 URL　https://www.ja-greenosaka.or.jp/

東大阪・八尾市内　全 14支店
■フレッシュ・クラブ本店／ TEL 06-6747-1831

松　

尾　

雅　

明

澤　

田　
　
　

齊

濵　

谷　

和　

也

小
物
金
属
加
工
製
品
の
中
国
調
達
・
販
売

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
金
属
削
り
出
し
加
工
品

株
式
会
社

東
華
機
械

代
表
取
締
役　

東　

 

修 

平

〒
577- 

0007 

大
阪
府
東
大
阪
市
稲
田
本
町
３―

７―

17

☎
０
８
０―

５
３
５
９―

８
９
９
７
（
日
本
・
中
国
共
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
６―

６
７
４
６―

６
８
４
４

 E-m
ail  azum

a.s@
donghua-sh.com

（
日
本
・
中
国
共
通
）

セラミック加工品

東大阪市喜里川町2-18
☎072-982-4589
営業時間:10～19時　休日：無休
カラオケ喫茶　レガート
東大阪市瓢箪山町3-15
☎072-987-3905
営業時間:13~17時、19~23時　休日:水曜日

ミヤコ瓢箪山店

全
員
舞
台
に
立
ち
賑
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ

イ ベ ン ト 情 報
喜
楽
亭
寄
席（
八
尾
市
陽
光
園
２
―
５
―
４
）

開
催
日
：
７
月
22
日
㈰

開
場
：
12
時
30
分
（
開
演
：
13
時
）

木
戸
銭
：
２
、
５
０
０
円

演
目 

： 

漫
才（
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
Ｗ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
）、落
語（
月
亭
八
織
・

桂
三
五
郎
）、
創
作
噺
（
里
見
ま
さ
と
）　

問
い
合
わ
せ
：
席
亭
・
中
川
政
雄
（
☎
０

９
０
―
１
６
７
７
―
７
５
５
２
）

シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
を
演
奏
す
る
水
野
瞳
さ
ん

　

シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
を

使
っ
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
「
響お

と

」

が
５
月
29
日
に
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
ｍ
ｉ
ｍ
ｏ
ｓ
ａ（
八

尾
市
本
町
１
―
６
―
19
）

で
開
か
れ
た
。
シ
ン
ギ
ン

グ
ボ
ウ
ル
と
は
ネ
パ
ー
ル

仏
教
や
チ
ベ
ッ
ト
密
教
に

伝
わ
る
神
聖
な
法
具
。
現

在
、
癒
し
の
ア
イ
テ
ム
と

し
て
、
瞑
想
な
ど
集
中
力

を
高
め
る
た
め
に
使
わ
れ

て
い
る
。
音
色
は
深
く
低

く
、
次
第
に
心
地
よ
い
倍

音
と
な
り
、
こ
の
振
動
が

体
の
水
分
に
共
鳴
し
、
細

水野　瞳さん
胞
レ
ベ
ル
で

滞
っ
て
い
る
気

を
流
す
。

　

演
奏
者
は

　

大
阪
は
じ
め
京
都
、
兵

庫
、
滋
賀
、
三
重
な
ど
各

地
で
演
奏
会
を
開
き
、
シ

ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
の
魅
力

を
伝
え
る
。

　

八
尾
で
は
満
月
と
新
月

の
日
に
定
期
開
催
し
て
い

る
。
月
と
女
性
の
体
は
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
満

月
と
新
月
の
日
は
大
自
然

と
一
体
化
し
や
す
い
か
ら

だ
と
い
う
。

　

初
め
て
参
加
し
た
濱
田

明
美
さ
ん
（
46
）
は
「
音

に
よ
っ
て
自
分
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、

新
鮮
な
感
動
を
覚
え
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

次
回
は
７
月
13
日
11
時
〜
、
同
所
に
て
。
参
加

費
２
、
５
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
水
野
瞳
さ
ん

（singingboul.oto@gmail.com

）
へ
。

シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
で

大
自
然
と
つ
な
が
る

田邊砂智子さん



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年７月１日（日）

ほ
か
交
通
安
全
に
か
か
わ

る
関
係
諸
団
体
の
責
任
者

が
招
か
れ
、
懇
親
会
を
開

催
し
た
。
50
人
を
超
え
る

会
場
は
職
場
を
超
え
た
立

場
で
情
報
交
換
す
る
人
で

賑
わ
っ
た
。

　

石
井
会
長
と
田
中
市
長

が
「
ス
タ
ン
ト

マ
ン
交
通
安
全

教
室
に
よ
る
事
故
激
減
」

の
成
果
を
強
調
し
た
。
今

秋
の
交
通
安
全
週
間
に
は

幼
稚
園
児
を
１
日
署
長
に

す
る
企
画
も
紹
介
さ
れ
、

「
安
心
安
全
で
住
み
た
い

八
尾
に
し
た
い
」
と
の
挨

拶
が
続
い
た
。

�

（
石
河
亮
平
）

は
陸
軍
大
正
飛
行
場
が

あ
っ
た
こ
と
で
、
戦
時
中

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

大
西
さ
ん
は
、
こ
の
戦

争
遺
跡
を
後
世
に
伝
え
て

く
れ
る
若
い
後
継
者
を
探

し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
北
は
四
条
畷
市
か
ら

南
は
羽
曳
野
市

ま
で
の
戦
争
遺

跡
に
も
調
査
を

広
げ
、
住
民
の

情
報
提
供
を
求

め
て
い
る
。「
ほ

ん
の
些
細
な
記

憶
で
も
提
供
し

て
ほ
し
い
」
と

大
西
さ
ん
。

　
「
身
近
な
戦

争
遺
跡
に
触

れ
、
戦
争
の
時

代
に
思
い
を
寄

せ
る
こ
と
で
、
平
和
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
大
西
さ
ん
は
熱

く
語
っ
た
。

冊
子 「
陸
軍
大
正
飛
行
場
」

　

冊
子
「
陸
軍
大
正
飛
行

場　

八
尾
に
残
る
『
未
完

の
軍
都
』
の
記
憶
」
を
希

望
者
に
無
料
配
布
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
大
西

進
さ
ん
（
☎
０
７
２
―
９

３
３
―
６
２
０
２
）
へ
。

さ
１
メ
ー
ト
ル
以
上
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む

た
め
の
間
仕
切
り
が
そ
の

ま
ま
壁
と
一
緒
に
固
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
急
い
で
造
ら
れ
た
こ

と
が
一
目
瞭
然
。

　

現
在
で
も
空
襲
の
弾
痕

や
爆
裂
痕
が
残
っ
て
お

り
、
生
々
し
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

　
「
こ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
と

崩
れ
て
し
ま

う
、
生
々
し
い

戦
争
遺
跡
と
し

て
後
世
に
残
し
て
ほ
し

い
」
と
大
西
さ
ん
は
語
っ

た
。後

継
者
を
探
す

　

こ
の
よ
う
に
、
八
尾
市

飛
行
場
か
ら
一
番
遠
く
、

一
番
大
き
な
掩
体
壕
だ
っ

た
。
戦
後
に
無
用
な
も
の

と
し
て
撤
去
さ
れ
、
大
阪

府
下
で
現
存
す
る
掩
体
壕

は
垣
内
掩
体
壕
跡
の
み
に

な
っ
た
。
建
設
時
に
は
畑

の
所
有
者
の
了
承
な
し

に
、
突
然
軍
隊
が
労
働
者

を
連
れ
て
き
て
作
ら
せ
た

も
の
で
、造
ら
れ
た
後
は
、

周
り
の
住
民
が
山
か
ら
草

木
を
採
っ
て
き
て
懸
命
に

植
え
た
。
大
正
飛
行
場
か

ら
掩
体
壕
ま
で
４
・
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
、
誘

導
路
も
砂
利
で
急
造
さ
れ

た
。

　

住
民
へ
の
取
材
の
な
か

で
、
実
際
に
飛
行
機
が
こ

の
掩
体
壕
に
入
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を

大
西
さ
ん
は
掴
ん
だ
。
戦

　

八
尾
交
通
安
全
協
会

（
石
井
多
聞
会
長
）
は
平

成
30
年
度
定
期
総
会
を
６

月
13
日
午
後
、
八
尾
市
文

化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

会
議
室
で
開
い
た
。
総
会

終
了
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
（
５
階
）
に
お
い

て
、
田
中
誠
太
八
尾
市
長

況
か
ら
し
て
飛
行
場
の
飛

行
機
は
全
て
出
払
っ
て
い

た
と
い
う
。
飛
行
機
が
入

る
こ
と
が
な
か
っ
た
掩
体

壕
。「
当
時
の
日
本
の
戦

況
を
目
で
見
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
遺
産
で
す
」

と
大
西
さ
ん
は
語
っ

た
。飛

行
第
２
６
４

戦
隊
戦
闘
指
揮
所

　

飛
行
第
２
６
４
戦

隊
戦
闘
指
揮
所
は
、

八
尾
飛
行
場
の
西
側

に
あ
る
陸
上
自
衛
隊

八
尾
駐
屯
地
内
に
現

存
し
、
自
衛
隊
の
広

報
展
示
室
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
19
年
（
１
９

４
４
年
）
３
月
に
阪

神
地
区
へ
来
襲
す
る

敵
機
を
迎
え
撃
つ
た

め
、
飛
行
第
２
６
４
戦
隊

が
配
属
さ
れ
、
昭
和
20

年
（
１
９
４
５
年
）
３
月

に
陸
軍
大
正
飛
行
場
滑
走

路
の
直
近
に
飛
行
第
２
６

４
戦
隊
戦
闘
指
揮
所
が
堅

固
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
建

て
替
え
ら
れ

た
。
昭
和
30

年
の
写
真
を

見
る
と
、
建

物
の
上
に
管

制
塔
が
写
っ

て
い
る
。
戦

闘
指
揮
所
は

作
戦
室
や
通

信
室
と
し
て

も
使
わ
れ
て

お
り
、
戦
時

中
の
重
要
な

建
物
で
、
壁

や
屋
根
は
厚

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

戦
争
遺
跡
に
触
れ

平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
る

　「陸軍大正飛行場　八尾に残る『未完の軍都』
の記憶」と題した冊子を大西進さん（77、河
内の戦争遺跡を語る会共同代表）＝写真左＝
がまとめた。そこで、八尾に残る戦争遺跡に
ついて教えていただいた。

畑の中にそびえ立つ垣内掩体壕

挨拶する石井多聞会長

田中誠太市長 （右から２人目） に多くの花束が贈られた

田中誠太八尾市長の
ネクストステージを祝う
参加者2千人超が祝福

スタントマン効果で
自転車事故 激減！
定期総会・懇親会

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 30年８月 31日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月14日（日）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
4,104

～日本全国歌の渡り鳥 3～
氷川きよしコンサートツアー2018

史上初、9度目の「日本有線大賞」大賞を受賞した氷川きよしによるスペシ
ャルコンサート。
３年ぶりにプリズムホールに再登場！

平成30年8月7日（火）
①13：00開演（12：30開場）※15:00終演予定
②17：00開演（16：30開場）※19:00終演予定
八尾市文化会館プリズムホール
■料金
7,500円（当日券なし） [ 全席指定 ] ※就学前のお子様のご入場はご遠慮ください。
＊プリズムクラブ（友の会）先行販売
4月15日（日）10:00～　4月21日（土）19：00
【先行販売枚数限定あり】＊一般前売発売　　5月27日（日）10:00～
※プリズムホールでの昼の部の販売はごくわずかとなります。売り切れ
の場合、一般発売は夜の部のみの販売となります。

　

こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
快
晴
が
続
い
て
い
る
。
６

月
、
７
月
は
最
も
過
ご
し
や
す
い
月
だ
。
ピ
ロ
ゴ

ー
ヴ
ァ
（
野
外
博
物
館
）
へ
行
っ
て
ビ
ー
ル
で
も

飲
も
う
か
。

　

何
か
お
も
し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
と
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
覗
く
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
舞
踊

と
民
謡
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

い
い
。

　

つ
い
で
に
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。
２
日
開

け
ず
に
い
る
と
、
次
々
と
未
読
メ
ー
ル
が
流
れ
込

ん
で
く
る
。
ほ
と
ん
ど
が
何
か
の
宣
伝
だ
。
し
か

し
、
そ
の
中
に
懐
か
し
い
名
前
を
見
つ
け
た
。
ラ

ジ
オ
局
で
働
く
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
か
ら
だ
。「
お
久

し
ぶ
り
で
す
。
お
元
気
で
す
か
。
メ
ジ
ギ
リ
ヤ（
山

と
山
の
間
）
へ
一
緒
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
い
つ
も

新
し
い
取
材
対
象
を
探
し
て
い
る
あ
な
た
の
こ
と

が
頭
に
浮
か
び
、
メ
ー
ル
し
ま
し
た
」。

　

失
脚
し
て
ロ

シ
ア
へ
逃
げ

た
元
大
統
領
ヤ

ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

の
家
。
メ
ジ
ギ

リ
ヤ
は
そ
の
別

称
。
一
度
は
訪

れ
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、

す
ぐ
に
Ｏ
Ｋ
の

メ
ー
ル
を
出

す
。
パ
ソ
コ
ン

の
前
に
い
た
の

だ
ろ
う
か
、
程

な
く
彼
女
か
ら

返
事
が
届
く
。「
明
日
、
行
き
ま
し
ょ
う
」。

　

翌
朝
、
ま
ぶ
し
い
朝
日
で
目
が
覚
め
た
。
紅
茶

を
入
れ
、
ト
ー
ス
ト
に
た
っ
ぷ
り
蜂
蜜
を
塗
っ
て

朝
食
の
出
来
上
が
り
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
タ
ク

シ
ー
を
呼
ぶ
。
１
年
ほ
ど
前
か
ら
流
し
の
タ
ク
シ

ー
も
白
タ
ク
も
姿
を
消
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
街
に
溢

れ
返
っ
て
い
た
の
に
。
近
々
マ
ル
シ
ュ
ル
ー
ト
カ

（
乗
り
合
い
バ
ス
）
も
な
く
な
る
ら
し
い
。
さ
ら

に
不
便
に
な
る
。

　

通
り
に
出
る
と
、
ほ
ぼ
時
間
通
り
に
タ
ク
シ
ー

が
到
着
。
乗
り
込
む
と
、
新
車
の
香
り
が
す
る
。

30
代
半
ば
の
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
ハ
ン
ド
ル
横

に
取
り
付
け
ら
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
触
れ
、

行
き
先
確
認
を
す
る
。

　
「
目
的
地
へ
行
く
前
に
、
女
の
子
の
家
に
寄
り

た
い
の
で
す
が
」

　

そ
う
言
っ
て
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
家
の
住
所
を

伝
え
た
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
104

メジギリヤへの誘い

ウクライナ
八
尾
交
通
安
全
協
会

　

６
月
10
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
「
光

琳
の
間
」（
大
阪
市
北
区
中
之
島
５
）
は
、
田
中
誠

太
八
尾
市
長
の
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
を
祝
う
２
千
人

超
の
熱
気
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。

　

竹
山
修
身
堺
市
長
、
野
田
義
和
東
大
阪
市
長
を
始

め
と
し
た
大
阪
府
市
長
の
お
歴
々
、
来
年
の
参
院
選

改
選
を
控
え
た
赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
良
く
似
合
う
太

田
房
江
参
議
院
議
員
、
最
近
と
み
に
Ｔ
Ｖ
へ
の
露
出

度
が
高
い
立
憲
民
主
党
国
対
委
員
長
の
辻
元
清
美
衆

議
院
議
員
等
々
、
様
々
な
政
党
色
の
正
に
百
花
繚
乱

の
様
相
だ
っ
た
。

　

祝
電
披
露
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
田
中
市
長

が
来
春
の
八
尾
市
長
選
へ
臨
む
に
あ
た
り
「
ま
ち
は

人
、
八
尾
は
人
の
理
念
の
も
と
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
へ
と
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
て
参

り
ま
す
」
と
決
意
表
明
し
、
万
雷
の
拍
手
を
浴
び
て

い
た
。�

（
小
川
秀
人
）

垣
内
掩
体
壕
跡

　

大
西
さ
ん
が
後
世
に
残

し
た
い
八
尾
の
戦
争
遺
跡

は「
垣
内
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
跡
」「
飛

行
第
２
６
４
戦
隊
戦
闘
指

揮
所
」
こ
の
２
つ
。

　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死

し
た
父
親
の
慰
め
に
な
れ

ば
と
思
い
、
大
西
さ
ん
が

地
元
八
尾
の
戦
争
史
に
つ

い
て
調
べ
始
め
た
の
は
15

年
前
の
こ
と
。「
八
尾
市

史
」
に
戦
争
に
つ
い
て
の

記
述
は
４
ペ
ー
ジ
ほ
ど
し

か
な
く
、「
こ
れ
は
自
分

の
足
で
調
べ
て
い
く
し
か

な
い
」
と
腹
を
く
く
り
、

当
時
軍
人
だ
っ
た
人
や
中

学
生
、
女
性
た
ち
１
０
０

０
人
以
上
に
会
い
、
話
を

聞
い
て
き
た
。

　

大
西
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ

か
ら
垣
内
の
畑
の
中
に
あ

る
ド
ー
ム
型
（
23
×
10

メ
ー
ト
ル
）
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
何
な
の
か
ず
っ

と
気
に
な
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
掩
体
壕
と
い
い
、
陸

軍
飛
行
機
を
爆
撃
か
ら
守

る
た
め
に
作
ら
れ
、
飛
行

機
を
隠
し
て
お
く
ガ
レ
ー

ジ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
掩

体
壕
の
上
に
は
土
を
か
ぶ

せ
、
草
木
を
植
え
、
敵
機

に
対
し
て
擬
装
す
る
。
大

西
さ
ん
と
共
に
現
地
に
訪

れ
る
と
、
今
は
日
常
的
に

畑
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

場
所
に
、
巨
大
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ド
ー
ム
が
そ
び

え
立
っ
て
い
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
、
当
時
の
景

色
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　

大
西
さ
ん
の
取
材
に
よ

れ
ば
、
戦
況
が
悪
化
し
た

昭
和
19
年（
１
９
４
４
年
）

に
陸
軍
大
正
飛
行
場
（
現

八
尾
飛
行
場
）
の
場
外
に

20
基
の
掩
体
壕
が
急
造
さ

れ
、
こ
の
垣
内
掩
体
壕
は

旅行作家 野田 裕子 （八尾市
在　住）

13日  倫理研究所法人アドバイザー　岡田紀夫氏「倫理とは」
110日  八尾市倫理法人会幹事　新福泰雅氏「私に起こった不思議な出来事」
17日  八尾市倫理法人会幹事　青山敏子氏「夫婦愛和」
24日  八尾市倫理法人会監査　大橋良子氏「四国遍路実践報告 ～そのスタートから公認先達に至るまで～」
31日  八尾市倫理法人会幹事　安川智裕氏「意識が変われば未来が変わる」

26日  倫理研究所法人レクチャラー　能登清文氏「『人間繁盛、商売繁盛』への７つの実践！」

20日  吹田市倫理法人会幹事　橋本弥生氏「徳福一致の絶対倫理」
27日  東大阪市倫理法人会会長　武知歳弘氏「おもうこと」

13日  大阪市倫理法人会相談役　チ・ヨン氏「運命を変える倫理の学び」

19日  倫理研究所名誉研究員　丸本征雄氏「思いは叶う」
12日  大阪府後継者倫理塾第2期生塾生　岩崎慎治氏／大阪府後継者倫理塾第2期生塾生　木下翔太氏「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと変化」
15日  大阪府倫理法人会大阪東部地区長　高木幸賢氏「実践で変化した家族関係」

26日  大阪府倫理法人会女性委員長　立花ひろみ氏「匠をめざして」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―19567月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-31797月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―88387月の予定
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医療法人  幸晴会　中谷クリニック

医療法人運営の「サービス付高齢者向け住宅」
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地
域
と
つ
な
が
る

八
尾
市
現
業
労
働
組
合

人と地球にやさしく…人と地球にやさしく…
独自のリファインテクノロジー

大 阪 府 八 尾 市 老 原 4 -170
TEL.072-949-4121㈹  FAX.072-949-9124
http://www.hokoku-corp.co.jp

ヒマシ油の総合メーカー
豊国製油株式会社
HOKOKU  CORPORATION

現
在
は
自
衛
隊
の
広
報
展
示
室
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
戦
闘
指
揮
所
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